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連日、酷暑の夏休みでした。熱中症予防が欠かせませんでした。しかし、子どもたちの事故もなく、２学期の

始業日に顔を合わせることができたことは一番幸せなことと思います。 

 

 

さて、今日から２学期。新しい友だち２名も加わり５１名で「鍋山物語８０ページ（２学期版）」のスター 

トを切りました。２学期も安心・安全な学校生活であるとともに一人一人のお子さんの可能性やよさを引き

出し、伸ばしていく鍋山小学校をめざします。変わりませずご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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夏休みプール開放日 利用児童数

 

新しい友だちの紹介 

２年生 佐藤 真幸（さとうまさき）さん 

４年生 佐藤 晃輝（さとうみつき）さん 

浜田市立弥栄小学校より転入してきました。 

８月より根波別所にお住まいです。 

２名の転入により、 

２年生１０名、４年生１０名となりました。 

３・４年生は合わせて１６名となり、５・６年

同様、複式学級としては最大のサイズとなりま

した。 

 

 

ＰＴＡの皆様に開放したプールもたくさ

んの子どもが利用したようです。１０日間

のプール開放日に、のべ２３２人の児童（生

徒）が利用しました。 

猛暑の中での熱中症予防に細心の注意を

払っていただき楽しいプール遊びとなりま

した。暑い中での監視をしっかりしていた

だき、ありがとうございました。お疲れさ

までした。また、今年度よりスクールバス

を２便運行していただきました。スムーズ

な乗車に向けてのご協力もありがとうござ

いました。 

２学期始業日には、各学級で新しい友だちとの出

会いを喜び、楽しかった夏休みの振り返りととも

に、２学期の活動を紹介し、子どもたちに今後の見

通しをもたせました。 

２学期も活動にはめあてをもたせ、何のために活

動をするのか、この活動で伸ばしたい力は何か等、

担任と子どもたちが「めあてを共有」し、活動のゴ

ールに向かって取り組んでいくようにします。活動

過程の中に起きるさまざまな喜び、心配、葛藤、悩

み等全て成長するうえでの栄養源です。 

ご家庭におかれましては、学校での話をよく聞い

ていただくことや生活リズムを整えて送り出して

いただくことで共に子どもたちの成長を支えてい

きましょう。 

 

 

今日から２学期 （授業日数８０日） 

新しい友だち２名とともに５１名でスタート！！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の力を積み重ねていこう。

ひとつひとつ １時間１時間 １日１日・・・① 

 
子どもたちの進路保障

 

そ

の

た

め

に 

 

 

進路保障とは、 

全ての児童生徒が自ら主体的に学ぶ意欲と態度、確かな学力と豊かな感性を高め、健康の増進

を図り、さらに進路に対する明るい展望と差別に立ち向かう強い意志をもって将来をたくま

しく切り開いていこうとする態度や能力を身につけていくよう幅広い教育活動を計画的に進

めていくことです。      －島根県教育委員会 同和教育指導資料 第１９集より－ 

－夏季休業中における教職員校内研修より－ 

子どもたちの成長に資するために人権・同和

教育校内研修を開きました。 

校内校内研修を開きました。 

私たち教職員にとって子どもたちの夏季休業期間は、授業のあり方や子どもたちとの向き合い方等について、

これまでをふり返ったり、これからの教育活動を見据えたりする機会（研修の場）としています。今夏は「同和

問題研修会」「進路保障を進めるために」という２本立てで一人一人の学びの保障と未来を生きる「力」を育む

ことについて研修を深めました。 

〇全国的には、現在もなお、部落差別が存在すること 

〇差別は、人間がつくりだしたものだから人間が解決しなければならないこと 

〇他者からの不合理・不平等な扱いを受け、人生を台無しにする人もいること 

〇差別解消のためには、正しい認識が必要であること、そのためには教育・啓発が必要であること等 

 

私たち教職員は、２つの研修から学校教育の果たすべき責任を強く感じ、子どもの教育活動にあたり子ども

と直接向き合う立場として、学校教育の役割を再認識し、全ての教育活動を進路保障を柱として計画・実施して

いきます。 

また、教師として、一人の人間として、自分自身が人権感覚の精度をあげていくために研修に参加します。現

在とこれからの未来を生きていく子どもたち自身がおかしいと思う事象に気づき、声をあげられるように、自

分の考えをしっかりもち、それを伝える力を育てていきます。 

また、子どもたちが差別されたり、差別をする立場になったりすることがないように、温か 

な人間関係づくりに努め「学校が楽しい」と感じる学校経営・学級経営をめざしていきます。 

そのためにもお子さんのことで気になることがございましたら、保護者の皆様・地域の皆 

様、早めにご連絡いただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

７/２３（月）「同和問題」研修会 

雲南市人権センターより４名の

講師様をお招きしました。 

（写真左より） 

山崎  修 様 

秋風  進 様 

藤岡 則義 様 

坂本 光男 様 

8/１（水）「進路保障」研修会 

講師 島根県教育庁人権同和教育課 

指導主事 高木 徹也 様 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域とともに歩む・創る 

 

８/１９(日）ＰＴＡ奉仕作業

地域の教育資源「鍋山ブランド」のおかげです。子どもたちの
教育環境を美しくしてくださりありがとうございました。

２学期もよろしくお願いいたします。

 

 

鍋山地域の皆様には、鍋山小学校教育に対しまして、平素よ

りご理解とご協力をいただきありがとうございます。また、貴

重な浄財も頂戴しておりまして感謝申しあげます。地域のご支

援を受け今夏は、学校図書館をリニューアルしました。 

 

学校図書館は、読書センター、学習・

情報センター、心の居場所としての

３つの機能をもっています。 

 

―リニューアルに向けた願い－ 

①読書センターとして、読書を楽しんでほしい。お気に入りの図書・作家と出会ってほしい。 

 明るい雰囲気の学校図書館であるために書棚の色を一新しました。また、図書の配架が分かりやすいよう

に標示も新しく大きくしました。図書の面だしやフリップでの図書紹介をたくさんすることにより図書に手

を伸ばしやすい環境にしています。読書も習慣となれば図書に手が伸ばしやすくなります。今後の環境整備

は，図書館担当教諭と学校図書館ボランティアが中心になっておこないます。 

②学習・情報センターとして、探究学習を通し考える力を育てたい。 

 ファイル資料を整理しました。子どもたちは、自分が調べたいと思った課題に対して、たくさんの情報源を

もとに情報を収集、選択して課題解決を図っていきます。図書（図鑑、年鑑、事典等）、インターネット検索、

パンフレット等のファイル資料の充実が課題解決に役立ちます。 

③心の居場所として、ほっとする空間をつくりたい。 

明るい雰囲気とともに、くつろぎスペースを設け、長いす・観葉植物を入れてみました。リラックスできる 

スペースをつくりました。 

このような３つの願いから、学校図書館の改装に着手し、２学期よりリニューアルオープンします。子ども

たちの読書活動への働きかけを積極的におこない、本に親しむ子どもを育てていきます。本校ホームページ

にもリニューアルの様子をアップしていますので、ご覧ください。 

早朝よりＰＴＡの皆様、地域の皆様、子ども

たちにより校庭・校舎周辺、校舎内の環境整備

をしていただきました。 

お世話になりまして、ありがとうございまし

た。暑い中でしたが、子どもたちもさわやかな

汗をかきながら、勤労の尊さを体感することが

できたと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日 月 振替休業日 

３日 水 児童集会 

５日 金 熱響ＵＮＮＡＮプレミアムコンサ

ート（特別支援学級児童参加） 

６日 土 ５年生ＰＴＡ親子活動 

８日 月 体育の日 

１０日 水 全校集会 雲南市夢発見ウイーク 

三刀屋中３年生（本校で体験学

習）～１２日 

１２日 金 雲南市ミニバスケットボール大会

５・６年生参加 

（吉田町勤労者体育館） 

１６日 火 理科読授業 土井美香子先生来校 

１７日 水 理科読授業 土井美香子先生来校 

１８日 木 授業公開日・ＰＴＡ研修会 

（生の楽習） 

１９日 金 飯南町・雲南市合同学習会 

（特別支援学級児童） 

２１日 日 うんなん家庭の日「なべっ子うち

ごはんの取組」 

２５日 木 学校訪問指導  

５・６年生授業公開（国語科） 

１０月の主な行事 

※予定が変更になるときがございますので、

ご承知おきください 

自分の力を積み重ねていこう。

ひとつひとつ １時間１時間 １日１日・・・② 

 

 

 

 

 

７月第１週は、 

三刀屋町平和週間としています。 

如子愛人「己の如く人を愛せよ」「平和を」 

－永井隆博士の学習をとおして 

自らの生き方を考える－ 

 

今年は、戦後７３年・永井隆博士生誕１１０年に

あたります。 

 

三刀屋町の子どもたちは７月第１週を「三刀屋

町平和週間」に位置づけ、平和の大切さについて一

人一人が考える機会を設けました。 

本校でも全校集会を開き、永井隆博士が幼少期

過ごされた生家が三刀屋町内にあることを紹介し

たり、博士が自ら長崎に投下された原爆で負傷を

負いながらも目の前の負傷者のために救護に尽力

された功績を「永井隆博士の幼少期」を記した紙芝

居をとおして紹介しました。 

その後各学級で学年に応じて、平和の大切さや

永井隆博士についての学習を深めました。 

そして、一人一人が平和作文として自分の考え

や思いを表現しました。 

  

 ６年生は、さらに広島方面修学旅行でその当時

の出来事や戦争の悲惨さ、愚かさを学習すること

でしょう。 

 一人一人が尊い存在であることをあらゆる機会

をとおして学習の積みかさねをしていきます。 

 

その他の２学期の主な予定 

９月２９日（土） なべっ子運動会 

１１月 １日（木）  １日フリー公開日 

ロードレース大会 

お話会・学校保健委員会 

１１月１７日（土） なべっ子発表会 

１１月２７日（火）三刀屋小６年・三刀屋中１年生

との交流会（本校６年参加） 

１２月１３日（木）三刀屋小５年生との交流会 

１２月２１日（金）２学期終業式 

授業公開日、なべっ子発表

会等保護者様はもちろん、ご

家族様、地域の皆様のご来校

をお待ちしております。 


